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は私たち日本チームの提案で始まったもので
ある。
各国の教科書で最も大きな割合を占める課
題は「ヒトに関する生物学」である。ウニや
カエルの受精・発生過程に続いて，ヒトの妊
娠過程が取り上げられ，さらに避妊について
の記述が続く。また，インフルエンザや肝炎
等のウイルス感染，発がん物質，偏った栄養
摂取によるメタボリックシンドロームに関す
る記述も多い。欧米に限らず，アジア諸国の
教科書も「ヒトに関する生物学」を詳しく取
り上げている。各国の親の世代が子供たちが
健康な生涯を送るための配慮に満ちている。
ところが，日本の教科書では，このような
「ヒトに関する生物学」は圧倒的に少ない。
神経や内分泌など，哺乳類に共通な話題はヒ
トを例に取り上げられているが，肝心の避妊
や感染，発がん等の記述は皆無である。高校
生物の教科書に取り上げられる教育用語の中
に体の形づくりを司るオーガナイザーやホメ
オボックス遺伝子（生物の体づくりを指令す
る遺伝子。ホメオボックスという共通の塩基配
列をもつ）の記述はあっても，胎盤や羊水，
避妊などはない。植物に病原性をもつ土壌細
菌の一種であるアグロバクテリウムの記述は
あっても，インフルエンザや肝炎ウイルスに
関する記述はない。ウニの受精反応の詳しい
記述はあってもヒトの受精や避妊はない。将
来，基礎生物学を専攻するごく少数の高校生
には興味を持たせる場合もあるだろうが，圧
倒的多数を占める一般高校生には日常的話題
が乏しく，興味を持たせるだけの魅力は少な
い。
さらにアメリカの生物教科書には生物学を
専攻し，現役の医師や研究者，検疫官などに
なった先輩たちのインタビュー記事もあり，
生物の学習がキャリアとどう関係しているか
も語られている。生物学的発見の経緯につい
ても語られ，生徒たちにも自分でも出来ると
思わせる工夫にあふれている。ところが日本
の教科書はどうだろう。修道士メンデルの名
前が消えた。日本人は「科学の果実」を得る
ことのみを求め，その「果実」を得るまでの
背景・文化と命までかけた科学者たちの努力
には関心を示さないと嘆いた明治時代のドイ
ツ人医学者ベルツの言葉通りのことが110年
後の今も起きている。
教科書に書かれている内容はすべて教える
という習慣があるのも日本ならではのこと，
日本の教科書は他の国のそれに比べ，とても
コンパクトだ。高校生物の教育用語の中に，
着床や胎盤，羊水というキーワードは含まれ
ていない。「ヒトに関する生物学」は「保健
体育」の教科書でも乏しい。そこにはヒトの
発生に関する記述は少なく，欧米の教科書に
見られる避妊具の紹介や使い方を示すページ
はない。つまり，「ヒトに関する生物学」は
「生物」や「保健体育」ですらほとんど扱わ
れていないのだ。
これでは，高校生たちはどんな情報ソース
国際生物学オリンピック
2014年インドネシア（バリ島）大会における問題検討・翻訳会議の様子（午前３時に撮影）
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から「ヒトに関する生物学」的知識を得てい
るのだろうか。何のために高校生物を学ぶの
か，そのメッセージが日本の教科書からは伝
わってこない。2006年のPISAによる高校生
の理科意識調査では，日本の高校生たちは理
科の学習と自分の生活や将来計画とリンクし
て考えていない実態が明らかになっている。
日本の高校生物教育に「ヒトに関する生物
学」が欠落しているためだ。
中学生を対象にした2012年のPISA調査に
おいても，理科の勉強は，自分に役に立つこ
とはなく，自分の将来とリンクしていないと
思っている生徒の比率は他の国に比べ圧倒的
に多かった。高校生たちはヒトの生物学に対
する興味はあっても，今の高校の生物教育で
はそれに答えられていないため，学習のイン
センティブを感じていない。それが遠因にな
っているのか，国内の性接触性感染症の患者
数は増加の一途だ（http://www.mhlw.go.jp/top 
ics/2005/04/tp0411-1.html）。
この日常生活とのリンクの弱さが日本の高
校生たちの理科に対する関心を低め，「理科
離れ」の原因となっている。
〔高校で生物を履修していない〕
さらに驚くことがある。それは，メダルを
取った代表選手の半分近くが高校で生物を履
修していないという事実だ。
IBO大会での成果が後押しとなり，アメリ
カの有名大学に入学したE君の話が印象的だ
った。筆者は高校の教科書で扱われている内
容で国内選抜の予選問題（筆記）を作ると良
いのではと彼に言ったところ，彼は「それな
ら，自分は予選落ちしていただろう」と言う
のだ。彼は高校で生物を選択せず，「物理」
と「化学」を取っていた。高校生物は用語ば
かりで，生物学の「果実」の羅列が多く，ア
メリカの教科書のようにその発見の歴史や現
象の論理的説明に乏しいため，面白くないそ
うだ。先に述べたDさんも同じことを言う。
他の高校生物を履修していない IBO代表生徒
たちも異口同音だ。
筆者はここに，日本の高校生物教育の問題
点を感じる。「ヒトに関する生物学」を扱わ
ないことでは将来，生物学系分野に進まない
人たちに生物の勉強に対するインセンティブ
を沸かせない。しかも IBOに代表選手として
出場する生徒たちすら，半分近くは高校生物
を選択せず，物理，化学を履修している。こ
れでは，多くの生徒たちには，生物の学習は
試験のための勉強の一環としてしか存在して
いない。つまり，現行の高校生物の教育内容
は，多くの生徒にとって魅力が乏しいのであ
る。
さらに，これに拍車をかけているのが，大
学入試センター試験における生物の成績が，
毎年，他の理科領域に比べ圧倒的に低いこと
だ。2015年のセンター試験では生物に得点調
整が入ったが，それでも平均点は有意に低い
ままだ。これでは生徒本人も生物を選択する
ことを躊躇してしまうだろう。
「生き残るための理科」の必要性
ここで，理科教育によって多くの人々の命
が救われたケースを紹介したい。
2004年のスマトラ島沖地震の後に大きな引
き潮が起きた。魚貝を手づかみでとれるの
で，多くの人たちは喜んで海に向かっていっ
た。そのとき，10歳のイギリス人少女Tilly 
Smithは津波被害のあったタイのビーチホテ
ルに家族と滞在していた。彼女はその２週間
前に，学校の地理の授業で習った「大地震の
後の引き潮は津波の前兆」を覚えていたた
め，家族や周囲の人たちにそれを知らせ，高
い所に向かわせたことで数百人の命を救った
というのだ。
津波ではないが，筆者も不思議な経験をし
た。それは2006年８月14日の朝，首都圏に大
規模停電が起きたときだった。停電の瞬間，
世の中が静まり返り，しばらくすると近隣の
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人々の不安そうな声があちこちから聞こえて
きた。一体，何が起きたのか，そのとき，筆
者には分からなかった。後で知ったのは，旧
江戸川を横断する特別高圧送電線（27万5,000
ボルト）にクレーン船がひっかかり，停電を
もたらしたということだ。台風や大地震で大
規模停電が起きれば，容易にこのような事態
に陥る。何がどうなっているのか分からない
時の不安感は大きい。
停電であれば，電池を入れたラジオで情報
を入れることもできよう。しかし，放送局も
ダウンしたら，どうするのか？　そんなと
き，自分の知識と判断力が唯一のたよりにな
る。津波の襲来を予想した少女と同様，異常
事態に対する知識と判断力を養うことが，理
科教育に求められているのではないか。
我が国は世界的にも活発な火山国であり，
地震も台風も津波も多い。その自然災害に関
係している地学がなぜ，履修率７％なのか。
この国土に住む限り，生存に関する理科教育
を徹底的に行うべきである。その中には妊
娠，避妊，感染，化学物質による発がん，薬
物，栄養と健康などを含む「ヒトに関する生
物学」，地震，津波，落雷，台風，水害から
身を守る「自然災害に関する地学」，発がん
物質，環境汚染物質，薬物などを扱う「生活
に密着した化学」，電気や電磁波，放射線，
熱の特性などを扱う「生活に密着した物理」，
さらに，ケガなどの応急処置，看護，介護，
緊急脱出法などを扱う「救命法」などをまと
めて，ひとつの「生存のための理科教育」を
構築して行ったらどうだろう。
これは，かつて繰り返し行われてきた「物
化生地」をただ横断的に扱った総合理科や理
科Ⅰとは違い，生存のためのノウハウを集め
たものだ。自分の生存可能性を高めることに
なれば，理科の学習のインセンティブも増す
のではないか。その後，生徒自身の興味で
「物化生地」の各領域に進むのがよいだろ
う。状況の認識と的確な対処ができる知識と
思考力を授けるように設計された「生存のた
めの理科教育」の構築が求められる。
教育内容が生活の実態とかい離しているの
は，生物だけではない。
2014年５月15日，米海洋大気局（NOAA）
は，地球温暖化の進行傾向が続くと，温帯に
位置する日本などの沿岸都市で台風被害が増
加し，熱帯地域では逆に水不足になる傾向に
あると報告した（http://www.nikkei.com/arti 
cle/DGXNASDG14040_U4A510C1CR8000/）。
昨年（2015）は，日本でも沖縄や九州地方
に大型台風が停滞し，記録破りの大雨や暴風
被害をもたらす一方，10月末に台風が北海道
を襲うなど，天候に大きな変化が起きてい
る。
さらに，それ以前には2011年３月11日に東
北地方や北関東地方を襲った東北地方太平洋
沖地震，2014年９月27日には木曽御嶽山大噴
火による戦後最大の火山災害が起き，2015年
９月11日の常総大雨被害など，想定を上回る
地学的事象が続きている。このような国土に
住む日本の高校生の地学履修者の減少は深刻
である。
履修者の減少は，結局，指導者の減少をも
たらし，日本人の地学的リテラシーは減少す
る。このままでは，そのネガティブ・フィー
ドバックが続く。さらに，東北地方太平洋沖
地震がもたらした大津波による福島第一原発
における冷却水停止が原因の水素爆発と３基
の原子炉のメルトスルー事故。それにともな
う高度放射性物質の飛散と汚染水の発生等
等。放射能についての正しい理解と対策を必
要としているが，高校では文科系生徒の物理
履修が減少傾向にある。
このように日々の生活と科学的知識・考え
方が密接に関係しているにも関わらず，「ヒ
トの生存に関する理科教育」の手薄さは目に
余るものがある。あらためて「生き残るため
の理科」の必要性を訴えたい。
